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今
年
か
ら
卒
業
生
が
五
ク
ラ

ス
二
〇
〇
名
と
一
ク
ラ
ス
減
少

し
、
六
名
の
中
途
退
学
者
が
出

た
た
め
、
卒
業
生
一
九
四
名
が

入
会
し
ま
し
た
。

　

学
校
創
立
以
来
の
卒
業
生
は

二
〇
七
五
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
よ
り
新
入
学
生
を
在

校
生
会
員
と
し
て
北
辰
会
会
員

と
す
る
事
が
、
去
る
四
月
二
十

日
の
理
事
・
評
議
員
会
の
席
で

事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
提
案
に
対
し
て
、
理
事・

評
議
員
で
検
討
の
結
果
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
る
五
月
二
十
五
日
に
行
わ

れ
る
北
辰
会
総
会
で
規
約
の
改

正
を
行
い
、
承
認
さ
れ
れ
ば
四

月
七
日
に
遡
り
実
行
さ
れ
る
事

に
な
り
ま
す
。
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平
成
十
六
年
五
月
二
十
三
日

の
北
辰
会
定
期
総
会
に
於
い
て

選
出
さ
れ
ま
し
た
新
人
ば
か
り

の
三
役
十
名
は
、
六
月
よ
り
毎

月
一
回
、
任
務
遂
行
を
円
滑
に

す
る
為
の
勉
強
会
を
中
心
に
、

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
母
校
出
身
の
教

諭
及
び
実
習
助
手
の
皆
さ
ん

と
、
春
秋
二
回
親
睦
を
図
り
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。「
生
徒
指
導
に
積
極
参

加
」「
工
業
技
術
の
習
得
」「
部

活
動
及
び
も
の
づ
く
り
」
へ
の

支
援
等
々
を
話
し
合
い
、
学
校

運
営
に
対
す
る
協
力
に
務
め
て

参
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
活
動
の
現
実
を
見
る

時
に
、
一
部
の
職
域
・
地
域
支

部
で
は
活
発
な
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
不

足
と
言
う
の
か
、
活
動
が
停
滞

ぎ
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
伴
っ
て
北
辰
年
会
費
、
教
育

振
興
基
金
が
年
々
減
少
ぎ
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
学
校
当
局
に

理
解
を
求
め
、
卒
業
時
で
の
北

辰
会
入
会
で
な
く
、
在
学
中
か

ら
北
辰
会
員
で
あ
る
事
の
意
識

を
身
に
付
け
て
も
ら
う
為
に
、

入
学
時
で
の
北
辰
会
員
と
し
て

の
入
会
に
改
め
さ
せ
て
戴
く
事

と
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
二
年

間
、
小
倉
工
業
高
校
で
お
世
話

に
な
り
、
今
春
の
人
事
異
動
で

鞍
手
高
校
に
転
出
し
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
長
野
同
窓
会
長
・

坂
田
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
会
員
の
皆
様
に
、
公
私
に

わ
た
り
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

北
辰
会
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
教
育
振
興
基
金
に
貴
重
な

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
中
か
ら
毎
年
、
本
校

生
徒
の
た
め
の
部
活
動
奨
励

費
・
部
活
動
用
具
の
購
入
・
全

国
大
会
出
場
補
助
等
の
支
援
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
経
済
的
に
困
難
な
家
庭

で
、
学
習
や
部
活
動
に
頑
張
っ

て
い
る
生
徒
の
た
め
の
山
田
奨

学
会
や
、
も
の
づ
く
り
を
奨
励

す
る
科
学
研
究
奨
学
会
等
、
生

徒
の
た
め
に
多
く
の
支
援
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
先
輩
諸
氏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
先
輩
が
母
校
の
生
徒
に

対
す
る
熱
い
思
い
を
強
く
感
じ

た
二
年
間
で
し
た
。

　

特
に
昨
年
は
、
世
界
を
舞
台

に
活
躍
し
た
卒
業
生
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
吉
形
さ

ん
が
世
界
陸
上
大
阪
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
し
、
土
谷
さ
ん
・

清
水
さ
ん
が
技
能
五
輪
世
界
大

会
で
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
ま
し

た
。「
小
倉
工
業
高
校
す
ご
い

な
」
と
感
じ
ま
し
た
。
先
輩
か

ら
後
輩
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ

た
「
倉
工
魂
」
を
在
職
中
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
小
倉

工
業
高
校
の
先
生
方
の
熱
心
な

ご
指
導
と
同
窓
会
「
北
辰
会
」

の
ご
支
援
の
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
倉
工
の
後
輩
の
た
め

に
変
わ
ら
な
い
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
私

も
学
校
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

小
倉
工
業
高
校
の
野
球
部
が
甲

子
園
出
場
の
際
に
は
ぜ
ひ
、
駆

け
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
小
倉
工
業
高
校
並

び
に
「
北
辰
会
」
の
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
し
、
お
礼
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

北
辰
会
活
動
は
こ
れ
で
良
い
の
か

会　

長
長　

野　

正　

景

平成20年度  北辰会総会
本年度の北辰会総会は下記の通り開催します。
　会員諸氏の多くのご参加をお待ちしております。
◆日　時　　平成20年５月25日（日）
　　　　　　・受　付　14：00より
　　　　　　・総　会　15：00より
　　　　　　・懇親会　16：00より
◆場　所　　ウェルシティ小倉（九州厚生年金会館）
　　　　　　北九州市小倉北区大手町12-3
　　　　　　TEL　093-592-5401
◆会　費　　5,000円

※交通手段　JR小倉駅バスセンター「８番のりば」から「100円周遊バス」に乗車。
（内回り）魚町・西小倉駅経由
（外回り）平和通り・医療センター経由}いずれも「厚生年金会館前」下車。

　

全
国
各
地
の
支
部
総
会
を
訪

れ
る
と
、
必
ず
言
わ
れ
る
言
葉
が

「
野
球
部
は
ど
う
し
て
る
」

「
甲
子
園
は
ま
だ
か
」

「
俺
の
元
気
な
内
に
必
ず
」
…
。

「
歳
を
重
ね
た
先
輩
方
の
君
は

野
球
部
だ
ろ
う
？
」
の
言
葉

は
、
同
窓
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ

て
い
ま
す
私
に
と
っ
て
は
正
に

針
の
筵
で
あ
り
ま
す
。

「
成
せ
ば
成
る
、
何
事
も
」

小
倉
工
業
甲
子
園
出
場
の
歴
史

創
立
一
一
〇
周
年
目
標
テ
ー
マ
は

目
指
せ
甲
子
園

を
繙
（
ひ
も
と
）
け
ば
、
そ
の

時
代
時
代
で
球
歴
は
無
く
と
も

生
徒
指
導
に
し
っ
か
り
と
情
熱

を
傾
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に

恵
ま
れ
た
事
と
、
甲
子
園
に
行

く
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
る

事
が
達
成
へ
の
近
道
で
あ
る
。

　

校
門
を
く
ぐ
る
と
、
右
手
に

強
烈
な
赤
い
棒
、
天
狗
の
鼻
を

思
わ
せ
る
。
あ
れ
は
何
。

「
教
育
塔
」

鉄
で
出
来
た
そ
び
え
立
つ
大
き

な
壁
は
行
く
手
を
遮
る
障
害
物
。

社
会
へ
飛
び
出
し
て
行
く
生
徒

の
パ
ワ
ー
と
個
性
を
表
現
。

　

・
デ
ザ
イ
ン
（
斉
藤　

誠
）

　
　
　

昭
和
47
年
化
学
科
卒

　

・
製
作
（
篠
原
勝
之
）

　
　
　

鉄
の
芸
術
家

　
　
　
　
　
　
　
（
ク
マ
さ
ん
）

　

正
門
か
ら
坂
を
登
り
、
左
手

の
壁
に
は
縦
３
Ｍ
横
10
Ｍ
の
意

味
不
明
の
壁
画
。
宇
宙
に
存
在

す
る
障
害
を
突
き
破
る
パ
ワ
ー

を
表
現
。
公
立
高
校
で
は
考
え

ら
れ
な
い
芸
術
性
の
あ
る
作
品

だ
と
。

　

・
製
作
（
有
田
市
・

　
　
　

岩
尾
磁
器
㈱
芸
術
部
）

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
レ

ン
ガ
色
鮮
や
か
な
正
門
は
、
創

立
以
来
学
生
の
登
下
校
を
見

守
っ
て
来
た
篠
崎
門
を
忠
実
に

復
元
し
た
物
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
年
度
の
北
辰
会
入

会
式
が
二
月
二
十
九
日
に
母
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
「
北
辰
会
」
が
健
全

な
活
動
を
維
持
し
て
い
く
礎
は

年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で

す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と

も
会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
母
校
の
発
展
の
た

め
に
努
力
を
重
ね
、
事
務
の
効

率
化
と
経
費
節
減
に
努
め
て
行

く
所
存
で
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の

納
入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
母
校
生
徒
の
就
学
、

部
活
動
に
対
す
る
支
援
の
為
の

教
育
振
興
基
金
に
ご
理
解
賜
り

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
併

せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
納
入
及
び

教
育
振
興
基
金

納
入
の

お
願
い

各
界
か
ら
高
い
評
価
を
さ
れ

だ
し
た
壁
画
・
教
育
振
興
基

金
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
教
育
塔

北
辰
会
入
会
式

卒
業
生
194
名
入
会

転
任
に
伴
う
お
礼
の
言
葉

前
参
事
兼
事
務
長

宮 

部　

順 

治

母校創立110周年記念を前にして

（
昭
29
年
機
械
科
卒
）

　

平
成
十
六

年
よ
り
副
会

長
と
し
て
北

辰
会
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
深
堀
武
俊

さ
ん
（
昭
和
30
年
電
気
科
卒
）

が
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

日
心
不
全
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
技
能
五
輪
世
界
大
会

で
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
土
谷

さ
ん
、
清
水
さ
ん
他
学
校
関
係

者
と
共
に
深
堀
さ
ん
も
同
行
し

て
、
福
岡
県
知
事
、
北
九
州
市

長
を
表
敬
訪
問
す
る
予
定
で
、

校
長
室
に
皆
さ
ん
が
集
合
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
訃
報
が
入
り
、

信
じ
ら
れ
な
い
驚
き
で
し
た
。

　

深
堀
さ
ん
は
教
育
振
興
基
金

理
事
長
と
し
て
母
校
の
た
め
に

尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。 訃　

　

報

在
校
生
会
員

　

二
〇
〇
名
入
会
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秘
書
の
お
迎
え
で
席
を
立
た
れ

ま
し
た
。
稲
尾
さ
ん
は
話
題
が

豊
富
で
、
器
の
大
き
い
方
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
様
に
、
稲
尾
さ
ん

は
あ
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
、
対

巨
人
三
連
敗
の
あ
と
四
連
勝
で

優
勝
。
一
シ
ー
ズ
ン
最
多
勝
利

四
十
二
は
驚
き
で
す
。
神
様
、

仏
様
、
稲
尾
様
と
言
わ
れ
る
由

縁
で
す
。

　

昨
秋
、
訃
報
に
接
し
、
痛
恨

に
耐
え
な
い
心
境
で
す
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

サ
イ
ン
会
も
済
み
一
息
つ
き

乍
ら
会
場
を
見
廻
し
、
大
分
の

母
校
同
窓
会
と
重
ね
て
、
想
い

を
馳
せ
て
い
る
様
に
お
見
受
け

し
ま
し
た
。

　

お
銚
子
片
手
に
伺
い
ま
し
た

と
こ
ろ
「
こ
の
水
割
り
、
口
を

つ
け
て
い
ま
す
が
、
飲
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
か
。」

と
稲
尾
さ
ん
。

　

八
分
目
位
残
っ
て
い
る
グ
ラ

ス
を
見
て
「
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。」

と
私
。
一
気
に
飲
み
干
し
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

で
頭
を
上
げ
る
と
、
満
面
の
笑

顔
で
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
が
き
っ

か
け
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

自
己
健
康
管
理
の
話
題
が
主

で
「
寄
る
年
波
に
は
勝
て
な
い

の
で
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
て

運
動
は
毎
日
続
け
な
さ
い
。
但

し
自
分
を
過
信
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
運
動
中
に
胸
に
痛
み
が

走
っ
た
ら
即
中
止
し
て
、
そ
の

日
は
静
養
し
な
さ
い
。」

と
ご
忠
告
を
受
け
、
約
十
分
間

位
お
相
手
を
し
て
い
た
だ
き
、

　

福
岡
支
部
（
秋
本
武
夫
支
部

長　

昭
29
電
気
卒
）
で
は
大
変

ユ
ニ
ー
ク
な
役
員
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

四
月
の
支
部
役
員
会
を
訪
問

し
た
際
に
最
初
に
驚
い
た
の
は

隔
月
毎
の
役
員
会
を
開
い
て
い

る
事
だ
。
し
か
も
何
と
十
六
名

の
参
加
で
あ
る
。
議
題
も
豊
富

で
母
校
及
び
北
辰
会
本
部
の
各

種
行
事
の
案
内
及
報
告
、
支
部

総
会
の
内
容
等
熱
心
に
討
議
さ

れ
て
い
る
。

　

会
議
が
終
わ
り
、
懇
親
会
と

な
る
前
に
よ・

・

・

・

・

も
や
ま
話
が
始
ま

る
。
語
り
手
は
前
回
役
員
会
の

際
の
語
り
手
か
ら
指
名
さ
れ
て

い
る
。

　

話
の
内
容
は
本
人
の
趣
味
・

仕
事
・
学
生
時
代
の
思
い
出
等

何
で
も
良
い
。
と
に
か
く
語
る

こ
と
に
よ
り
そ
の
人
の
人
間
性

が
理
解
さ
れ
る
。

　

更
に
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
事

に
よ
り
和
気
藹
藹
と
な
り
絆
も

深
ま
る
。

　

最
後
は
校
歌
斉
唱
で
締
め
く

く
り
お
開
き
と
な
る
。
大
変
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

御
厨　
　

勝　
　
　

（
昭
和
25
年
機
械
科
卒
）

【
転
出
】

▽
明
石
健
太
郎
（
数
学
）

 

小
倉
東
高
校
へ

▽
堀
田　

義
高
（
数
学
）

 

教
育
セ
ン
タ
ー
へ

▽
藤
井　

明
人
（
理
科
）

 

田
川
化
学
技
術
高
校
へ

▽
吉
中　

禎
敏
（
電
子
機
械
）

 

八
幡
工
業
高
校
へ

▽
渡
邊　

正
紀
（
電
子
機
械
）

 

田
川
科
学
技
術
高
校
へ

▽
入
江　

昌
美
（
電
気
）

 

八
幡
工
業
高
校
へ

▽
室
井　

博
幸
（
工
業
化
学
）

 

苅
田
工
業
高
校
へ

▽
宮
部　

順
治（
参
事
兼
事
務
長
）

 

鞍
手
高
校
へ

▽
三
宅　

康
彦
（
参
事
補
佐
）

 
門
司
高
校
へ

【
転
入
】

▽
森　
　

和
茂
（
国
語
）

 

嘉
穂
東
高
校
よ
り

▽
山
村　

宗
義
（
数
学
）

 

青
豊
高
校
よ
り

▽
時
枝　

龍
郎
（
保
健
体
育
）

 

遠
賀
高
校
よ
り

▽
小
南　

雄
孝
（
電
子
機
械
）

 

鞍
手
竜
徳
高
校
よ
り

▽
田
中　

誠
一
（
電
子
機
械
）

 

田
川
科
学
技
術
高
校
よ
り

▽
白
石　

英
光
（
工
業
化
学
）

 

新
任

▽
政
徳　

茂
樹（
参
事
兼
事
務
長
）

 

育
徳
館
高
校
よ
り

▽
三
浪　

芳
照
（
事
務
次
長
）

 

小
倉
東
高
校
よ
り

と
歓
談
し
、
一
緒
に
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
い
た
。

　

宴
の
中
で
、
泉
氏
（
県
議
会

議
員
・
昭
和
61
年
機
械
科
卒
）

が
祝
辞
を
述
べ
た
が
、
終
わ
り

に
際
し
、
同
氏
の
提
案
で
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
し
た
が
、
さ
ら

に
万
歳
三
唱
ま
で
す
る
と
い
う

一
幕
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
牟
田
功
二
先
生
（
ラ

グ
ビ
ー
部
部
長
）
と
上
酔
尾
強

氏
（
ラ
グ
ビ
ー
部
主
将
）
が
土

谷
氏
に
つ
い
て
、
小
柳
茂
先

生
（
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

指
導
）
と
竹
本
聡
太
氏
（
友
人
）

が
清
水
氏
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
思
い
出
な
ど
語
っ
た
。

　

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
祝
賀

会
は
、
宮
部
順
治
・
参
事
兼
事

務
長
の
発
声
で
万
歳
三
唱
し
、

お
開
き
と
な
っ
た
。

　

平
成
十
九
年
十
一
月
に
静
岡

県
で
開
催
さ
れ
た「
二
〇
〇
七

年
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
技
能
五
輪
国

際
大
会
」
に
お
い
て
、
本
校
卒

業
生
の
土
谷
幸
司
氏（
22
歳
・

平
成
16
年
電
子
機
械
科
卒
）
と

清
水
輝
氏（
21
歳
・
平
成
17
年

電
子
科
卒
）の
二
名
が
栄
え
あ

る
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
。

　

そ
の
祝
賀
会
が
、
土
谷
、
清

水
両
氏
を
招
い
て
、
十
二
月

二
十
日
に
小
倉
北
区
「
ウ
エ
ル

シ
テ
ィ
小
倉
（
九
州
厚
生
年
金

会
館
）」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
、
土
谷
、
清
水
両
氏
は
、

ま
ず
母
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た

受
賞
報
告
会
に
出
席
し
、
在
校

生
の
前
で
、
競
技
を
終
え
て
の

感
想
な
ど
語
っ
た
。
引
き
続
い

て
麻
生
渡
・
福
岡
県
知
事
、
森

山
良
一
・
福
岡
県
教
育
長
、
そ

し
て
北
橋
健
治
・
北
九
州
市
長

を
表
敬
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金

メ
ダ
ル
受
賞
の
報
告
を
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
、
㈱
豊
田
自
動

織
機
か
ら
久
留
宮
克
彦
氏
、
同

じ
く
因
幡
豪
氏
、
日
産
自
動
車

㈱
か
ら
星
野
景
子
氏
、
県
議
会

議
員
佐
藤
正
夫
氏
、
同
じ
く
泉

日
出
夫
氏
、
そ
し
て
学
校
・
同

窓
会
関
係
者
、
同
級
生
な
ど

七
十
三
名
が
出
席
し
た
。

　

金
メ
ダ
ル
を
胸
に
会
場
に

入
っ
て
き
た
土
谷
、
清
水
両
氏

は
、
出
席
者
の
盛
大
な
拍
手
と

賞
賛
の
声
で
迎
え
ら
れ
な
が

ら
、
壇
上
の
席
に
つ
い
た
。

　

開
会
の
辞
に
続
く
発
起
人
挨

拶
で
は
、
篭
原
裕
明
校
長
か
ら

両
氏
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
し
て
長

野
正
景
同
窓
会
長
は
祝
賀
会
開

催
の
趣
旨
、
経
緯
な
ど
述
べ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
佐
藤
氏
（
県

議
会
議
員
）、
久
留
宮
氏
（
技

能
支
援
室
）、
因
幡
氏
（
機
械

組
み
立
て
コ
ー
チ
）
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

　

土
谷
、
清
水
両
氏
に
は
、
長

野
会
長
か
ら
、
こ
の
た
び
の
功

績
を
称
え
る
感
謝
状
が
渡
さ
れ

た
。
ま
た
、
篠
崎
会
（
本
校
卒

業
生
で
あ
る
企
業
主
の
集
ま

り
）
か
ら
の
記
念
品
も
、
徳
王

蔵
人
会
長
か
ら
贈
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
土
谷
氏
、
清
水
氏
、

因
幡
氏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
花
束
が

贈
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
謝
辞
で
は
、
土
谷
氏

清
水
氏
と
も
に
、
学
校
や
会
社

の
関
係
者
か
ら
い
た
だ
い
た

数
々
の
指
導
、
支
援
に
対
し
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

祝
宴
は
、
赤
尾
正
洋
・
同
窓

会
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で
始

ま
っ
た
。

　

会
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
、
競
技
の
様
子

を
撮
っ
た
ビ
デ
オ
画
面
が
映
写

さ
れ
た
。

　

土
谷
、
清
水
両
氏
は
、
各

テ
ー
ブ
ル
を
巡
っ
て
、
出
席
者

　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

か
ら
三
月
三
日
ま
で
千
葉
県
幕

張
メ
ッ
セ
を
メ
イ
ン
会
場
に

十
八
の
会
場
で
二
〇
〇
七
年
度

第
四
十
五
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
満
23
歳
以
下
の

若
者
（
一
部
職
種
を
除
く
）
が

若
年
技
能
者
の
「
技
」
の
日
本

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

土
谷　

幸
司
氏

（
平
成
16
年
電
子
機
械
科
卒
）

在
学
中
、
ラ
グ
ビ
ー
部
副
主

将
と
し
て
活
躍
。

平
成
十
六
年

株
式
会
社
豊
田
自
動
織
機
に

入
社
。

同
社
技
能
専
修
学
団
に
て
技

能
訓
練
を
受
け
た
後
、
技
能

五
輪
候
補
生
と
し
て
配
属
。

平
成
十
八
年

技
能
五
輪
全
国
大
会
の
「
機

械
組
み
立
て
」
部
門
で
銀
メ

ダ
ル
を
受
賞
。

平
成
十
九
年

技
能
五
輪
国
際
大
会
の
同
部

門
で
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
。

清
水　

輝
氏（

平
成
17
年
電
子
科
卒
）

在
学
中
、「
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
挑
戦
。

平
成
十
七
年

日
産
自
動
車
株
式
会
社
に
入

社
。
技
能
五
輪
候
補
生
と
し

て
配
属
。

平
成
十
八
年

技
能
五
輪
全
国
大
会
の
「
電

子
機
器
組
み
立
て
」
部
門
で

金
メ
ダ
ル
を
受
賞
。

平
成
十
九
年

技
能
五
輪
国
際
大
会
の
同
部

門
で
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
。

一
を
競
う
大
会
で
あ
る
。
今

回
は
四
十
三
の
競
技
職
種
に

九
八
〇
名
の
選
手
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会

に
お
い
て
も
二
名
の
本
校
卒
業

生
が
入
賞
し
た
。

〈
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
〉

金　

賞　

山
添　

将
志

　
　
（
平
成
16
年
電
子
科
卒
）

　
　
　
　
　
　
　

日
産
自
動
車

敢
闘
賞　

林　
　

浩
和

　
　
（
平
成
16
年
電
子
科
卒
）

　
　
　
　
　
　
　

日
産
自
動
車

稲
尾
さ
ん
と
の
ひ
と
と
き

技
能
五
輪
世
界
大
会

　

金
メ
ダ
ル
受
賞
祝
賀
会
開
催

  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

よ

も

や

ま

話

技
能
五
輪
全
国
大
会

教
職
員
の
異
動

新
人
大
会

　

男
子
個
人
組
手

　

優
勝

　
　

岡
本　

孝
博
（
電
３
年
）

全
国
大
会

　

一
回
戦　

８―

５　

寺
窪

　
　
　
　
　

新
川
高
（
富
山
）

　

二
回
戦　

６―

８　

大
西

　
　

敗
退　

浪
速
商
（
大
阪
）

　

二
月
三
日
、
ウ
ェ
ル
戸
畑
に

て
吹
奏
楽
部
の
第
二
回
定
期
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

同
様
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

曲
目
で
聴
衆
を
魅
了
し
、
倉
工

こ
こ
に
あ
り
と
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
無
料
演
奏
会
と
し
、
受

付
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
演
奏
会

を
、
倉
工
の
北
九
州
市
民
に
対

す
る
癒
し
の
場
と
し
て
定
着
さ

せ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
久
々
に
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
を
果
た

し
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

着
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
状
は
部
員
・
楽

器
と
も
少
な
く
、
部
活
と
し
て

満
足
の
い
く
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
母
校
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
篭
原

校
長
も
、
他
校
に
負
け
ぬ
様
今

後
部
員
・
楽
器
の
補
充
を
計
画

的
に
行
い
、
よ
り
一
層
の
強
化

に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
会
と

し
て
も
全
力
を
挙
げ
て
支
援
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

空
手
道
部

吹
奏
楽
部

学
校
だ
よ
り

J
T
B
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

　

篠
崎
倶
楽
部
（
長
野
正
景
会

長
）
で
は
毎
年
海
外
旅
行
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
で

九
回
目
と
な
り
ま
す
が
毎
回

J
T
B
さ
ん
に
お
願
い
し
て

ゆ
っ
た
り
し
た
V
I
P
待
遇

の
旅
行
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
職
場
旅
行
・
団
体

旅
行
等
を
考
え
て
い
る
場
合
は

北
辰
会
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

又
、
J
T
B
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

（
会
員
制
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
）

「
え
ら
べ
る
倶
楽
部
」
等
も
あ

り
ま
す
の
で
北
辰
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。


